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ケーズホールディングス本社新築工事
◎給水 BCPイメージ　 2021.04.27

【通常時】
人員　 300人
日給水量 300人 ×  100L/日※1  ＝ 30,000 L/日  ＝ 30㎥/日 ※1　100L/日・人︓空衛工学会便覧事務所用途における最大値
受水槽容量 0.6日分※2として　  30㎥/日 ×  0.6日 ＝ 18 ㎥/日　※屋上受水槽にて確保 ※2　水戸市給水課における1日給水量における受水槽容量の割合の最大値

【災害時】
人員　 通常時の4割として　120人
⓵②③日給水量 災害時使用水量は、  120人 ×  50L/日  ＝ 6,000 L/日  ＝ 6㎥/日
災害対策日数 3日間
受水槽容量 3日分として　  6㎥/日 ×  3日 ＝ 18 ㎥/日

受水槽容量 0.6日分　  30㎥/日 ×  0.6日 ＝ 18 ㎥/日　を 1階受水槽 ＋ 屋上受水槽 にて確保
1階受水槽容量 5㎥/日　
屋上受水槽容量 13㎥/日　
【災害時】
人員　 通常時の4割として　120人
3日間給水量 災害時使用水量は、  120人 ×  50L/日（浸水時のみ36L/日）  ×3日　＝ 18,000 L  ＝ 18㎥（浸水時のみ13㎥）
⓵②大規模災害
・停電災害時

50L/日  ×3日　＝ 18,000 L  ＝ 18㎥　大便器使用水量 6L/回＋洗面器2L/回として　約6回/日分

③浸水時 36L/日  ×3日　＝ 13,000 L  ＝ 13㎥　大便器使用水量 6L/回＋洗面器2L/回として　約4回/日分

システムイメージ

システム構成
（水槽・ポンプ）
設置場所

受水槽、揚水ポンプ、給水ポンプ

屋上　受水槽・給水ポンプ、1階　受水槽、揚水ポンプ

給水システム（変更後）

P

PP

P

受水槽 13t

給水ポンプ

揚水ポンプ

水道本管

人数︓

100％

断水発生

P

PP

P

給水ポンプ稼働

水道本管

人数︓

40％

×
P

PP

P

給水ポンプ 稼働

揚水ポンプ→停止（浸水）
水道本管

人数︓

40％

P

PP

P

給水ポンプ稼働

水道本管

人数︓

40％
受水槽 5t 受水槽 5t

揚水ポンプ→非常用電源にて稼働

受水槽 5t受水槽 5t

確保水量 18t

×揚水ポンプ→非常用電源にて稼働

確保水量 13t確保水量 18t

通常 ⓵大規模災害時 ③浸水時②停電災害時

設計担当者　

建築：神田泰伸、佐藤大樹（元職員）、中川桂佑／構造：春山智史、小野俊哉／設備：坂本真理、小林隆秀、江沢幸太郎、伊澤優一／Photo：川澄・小林研二写真事務所

１階エントランスホール

長く働くためのビルディング

ケーズホールディングスでは「がんばらない経営」の理念のも

と、「お客様第一」の実現のためには従業員第一であることを

掲げており、利用者に配慮されたビルディングとなっている。

社員としての誇り、本社としての存在感、水戸の企業であるこ

と、地域との結びつきを基調の黒色が示しており、水戸黒（水

戸藩時代に愛された藍染色の黒）にヒントを得た。外観正面は

誠実な企業として透明感のあるものとし、横長のエントランス

ホールは構えと伸びやかさを表現している。諸室や廊下はゆっ

たりとしストレスが少なくコミュニケーションが深まることが

企図されている。環境配慮は快適性も考慮し、各所仕様も災害

時に長らえるＢＣＰに重きがおかれた設定とされている。

環境配慮対応

ファサードは全面アルミカーテンウォールを採用したが、北面の

ためサッシ断熱性能をH-2とし、Low-E複層ガラスは遮熱断熱性の

高い仕様として外皮性能を確保した。また、コールドドラフト対

応としてフロアヒーターを設置し居住性に配慮している。４階と

屋上のテラスは開放され、いつでも気分転換できるようになって

おり、廊下両端にバルコニーを配置し自然通風が確保できる計画

となっている。事務室スペースでは、ＬＥＤ照明、昼光センサー

を採用し消費電力低減に繋げ、全熱交換機、高効率型空調機を採

用しエネルギーロスが少なくない様に配慮している。社内での環

境配慮の啓蒙も兼ねて雨水タンクが南側5階屋根、1階ピロティ駐

車場に配置されている。

事業継続計画ＢＣＰ対応

災害被害が起きても、1次的に建物使用が可能となるような諸

設定がなされている。大災害時は広域避難が予想されるが、そ

こまでの被害ではない場合は、この場所での事業継続経過とし

てサスティナビリティが求められている。以下に項目を示す。

①水害対応としての１階ピロティと１ＦＬ（＝ＧＬ＋500ｍ

ｍ）設定。②駐車場に面した防災倉庫の設置。③耐震余裕度

（Qu/Qun）x1.25、付加制振装置設置。④液状化対応としての

駐車場構造床。⑤受水槽（屋上13ton＋地上5ton）の設置※。

⑥非常用汚水槽の設置。⑦非常用発電機の屋上設置（地下オイ

ルタンク軽油4000㍑）※。

※印：設備対応として72時間の想定

これらの対応箇所は全フロアではなく、災害対応箇所を限定し

ている。空調換気、電源供給は勿論、天井の耐震性配慮やサー

バー室への空調対応も含まれている。一部会議室を災害対策本

部スペースと想定し、対応規模の大小によりスペースを拡張で

きる平面計画としている。帰宅困難者の避難スペースはエント

ランス空間の利用を想定し、甚大な被害の場合は近隣との連携

も想定されている。

地域と共存した建築デザイン

かつての城下町水戸を意識した配色により、地域とつながりを

持った建物の存在となっている。黒色の建物は駅南エリアでは

まだ少ないが、今後の構築物によって、水戸の趣を纏っていく

ことを望んでいる。

４階休憩スペース

給水システム概念図

東方から左側に建物を見る
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